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千円

2,404

1.59

11,551

兒玉員幸　　なし 課長名
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千円

千円

平成22年度実績

千円

目的
（何のために）

　年頭にあたり、消防職・団員の士気の高揚と職務遂行への決意を新たにする
とともに市民に本市の消防力を披露することにより、本市が安全で安心して暮ら
せる都市であることを広く内外に喚起することを目的とする。

事業の必要性

事
　
業
　
概
　
要

対象
（誰・何を対象に）

事業内容
（手段・手法など）

市民及び消防関係者

　平成２４年消防出初式
　　会場　  　：淵野辺公園隣接地（中央区弥栄３丁目）
　　実施日   ：平成２４年１月８日（日）
　　内容　　  ：「式典の部」　市長訓示・消防団員永年勤続表彰
　　　　　　　　  「消防演技の部」　自衛消防隊操法・消防団団体演技（消防八木節）
　　　　　　　　  「合同演技の部」　消防職員による災害想定救助演技
　　　　　　　　  ※別添資料参照
　　参加人員：消防局、消防団、自衛消防部隊　　計１，１５０名参加
　　その他   ：住宅用火災警報器のＰＲコーナーを設置、啓発用パンフレットの配布。

  年に一度、市民の前において、本市が保有する消防車両、機械器具及び消防
技術並びに消防団の組織力などを披露することにより、市民が安心して暮らせる
都市であることを認識してもらう機会であり、消防に対する理解及び市民の防災
意識を高めることが期待できる必要な事業である。

事務事業評価シート

事業番号

警防・救急課

43

課名事業開始年度

局名

部名

消防局
消防出初式開催費事業名

実施方法

昭和３４年

根拠法令等

（委託先又は指定管理者：

（補助先：

概算人件費

従事者数嘱託職員・
臨時職員等

人件費　合計

概算人件費

事業費（直接経費）

人
件
費

正規職員
従事者数

千円

千円

8,355

千円

8,355 8,355

千円千円

千円

千円

3,088

1.15

3,035

千円

11,443

0.02 0.02

千円11,390 千円

市民一人あたりの事業費 千円0.02
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千円

事業の自己評価
（今後の事業の方

向性、課題等）

政令指定都市としての消防力を内外にアピールできる事業として継続していきた
い。
合併に伴い市域が広くなったことから、開催会場の選定、分散開催などを検討する
必要がある。

平成23年度予算

千円

千円

平成21年度実績

国・県支出金

受益者負担金財源内訳

3,035一般財源 2,404 千円

その他（　　　　　　　　　）

千円

千円

千円0

0

平成22年度実績

千円

千円

千円

千円

3,088千円

平成２３年度
事業費の
主な内訳

（人件費を除く）

項目 金額

千円

千円

千円

千円

3,035

50

3

会場設営業務委託料（本部席、テント、什器、音響設備等）

出初式用資器材

公共施設使用料（駐車場）

1.1 1.1

Ｈ23年度見込

10,000

Ｈ23年度見込Ｈ22年度実績

単位当たりコスト１

活動実績１

活動実績２
活動指標名

活動指標名

（総事業費/活動指標）

Ｈ21年度実績

10,00010,000

単位

単位 Ｈ21年度実績 Ｈ22年度実績

人

成果目標
（現状の成果及び

今後どのようにした
いか、定量的な評

価で示す）

本事業は、市民、他都市消防機関等からの評価が高く、消防職・団員の士気高揚
及び職務遂行意識の向上につながっている。
政令指定都市に相応しい事業とするべく、調査・研究をしていく。

単位当たりコスト２ （総事業費/活動指標）

市民参観者数

千円

Ｈ21年度実績

1.4

Ｈ23年度見込

成果実績

成果指標名 単位 Ｈ22年度実績

特記事項
（事業の沿革等）

消防本部発足翌年の昭和３４年から現在まで継続している事業である。

ある ない必要性

　事業概要の「目的」及び「事業の必要性」にあるとおり、最小限の経費で効果をあげ
ていることから、現在の開催方法が最適と考えられるため現状維持とする。評　価

《評価区分の理由》

ある

有効性

経営評価委員会
による意見

○現状維持
消防職及び消防団員の士気の高揚並びに市民の防災意識を高めるうえで効果的で
あり、評価は適切である。

Ｈ24年度
予算への反映

現状の事業を維持するための予算措置をする。

ない

ない

効率性
《評価の視点》

ある

《評価の区分》


